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３要旨

 リンドウの「ふくしまかれん」、「福島交３号」、「尾瀬の夢」の３品種を用いて、無加温パイプハウス
の三重被覆による半促成栽培について、被覆開始時期を１２月２５日、１月３１日、無被覆の区を設
定して検討した結果、以下の結果を得た。

（１）  ふくしまかれん」では、無被覆区の収穫時期が９月下旬から１０月上旬であったのに対し、被覆を１
２月２５日に開始した区と１月３１日に開始した区では、どちらも９月上旬から中旬にかけての収穫と
なり、２～３週間程度の開花前進となった。

（２）  「福島交３号」では、無被覆区の収穫時期は７月中旬から８月上旬であり、収穫盛期は７月下旬で
あった。それに対し、１２月２５日被覆開始区では６月上旬から７月上旬までが収穫期で、収穫盛期
は６月下旬となった。１月３１日被覆開始区では６月上旬から７月中旬までが収穫期で、収穫盛期は
７月上旬であった。これは、無被覆区と比較して４～５週間程度の開花前進となった。

（３）  「尾瀬の夢」でも「福島交３号」と同様に、無被覆区と比較して被覆区では４～５週間の開花前進と
なった。

（４）  このように、無加温パイプハウスによる半促成栽培は開花前進効果が認められた。また、被覆開
始時期については、１２月２５日開始区の方が開花期が早まる傾向が見られた。しかし、その差はあ
まり大きくなく、早くに被覆を開始した場合の除雪の労力を考えると、１月３１日被覆開始でも十分開
花前進効果があると考えられた。
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